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総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ( 地 球 研 ) は 、 地 球 環 境 問 題 の 解 決 に 向 け た 学 問 創 出 の た め の 総 合 的 な 研 究 機
関 と し て 、 2001 年 4 月 に 創 設 さ れ た 、 文 部 科 学 省 の 大 学 共 同 利 用 機 関 の ひ と つ で あ る 10 W琵 琶 湖 一 淀
川水系における流域管理モデ、ルの構築~ ( プ ロ ジ ェ ク ト 3 - 1 ) は 、 地 球 研 の プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ で
あ り 、 住 民 参 加 型 の 流 域 管 理 に 必 要 な 、 環 境 診 断 と 合 意 形 成 の 方 法 論 の 開 発 ・ 検 証 を 目 標 と し て い る 。
流 域 管 理 に お け る 合 意 形 成 に お い て は 、 空 間 ス ケ ー ル に 由 来 す る ス テ ー ク ホ ル ダ ー ( 利 害 関 係 者 ) の
状 況 認 識 の 違 い の 克 服 が 大 き な 課 題 と な る 。 プ ロ ジ ェ ク ト 3 - 1 で は 、 こ の 課 題 に 対 し て 、 「 階 層 化 さ
れ た 流 域 管 理 シ ス テ ム J と し づ 考 え 方 を 提 唱 し 、 琵 琶 湖 流 域 に お い て 、 住 民 ・ 行 政 と の 連 携 の も と に 、
こ の 考 え 方 の 有 効 性 の 検 証 を 試 み て い る 。
本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 地 球 研 と 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 紹 介 の 後 、 ( 1 ) ア ジ ア の 流 域 管 理 と の 比 較 、 ( 2 )  
コ ン フ リ ク ト の 理 解 と 合 意 形 成 手 法 、 ( 3 ) 流 域 診 断 方 法 論 の 3 点 に つ い て 、 流 域 管 理 の 現 状 と 課 題 を
集 約 ・ 検 討 し た 後 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ メ ン バ ー と 招 待 講 演 者 ・ コ メ ン テ ー タ の 方 々 に よ り 、 ( 4 ) r階 層 化
さ れ た 流 域 管 理 シ ス テ ム J と い う 考 え 方 を 中 心 に 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト 遂 行 上 の 課 題 、 今 後 の 流 域 管 理 の あ
り 方 に つ い て 、 徹 底 し た 議 論 を お こ な う こ と を 目 的 と す る 。
セ ッ シ ョ ン 1 琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 に お け る 流 域 管 理 モ デ ル の 構 築
ー 葺 琶 湖 流 域 に お け る 住 民 参 加 型 の 流 域 管 理 の あ り 方 と は 一
ワ ー ク シ ョ ッ プ 全 体 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と し て 、 地 球 研 プ ロ ジ ェ ク ト 3 - 1 の 紹 介 を 行 う 。 「 階 層
化 さ れ た 流 域 管 理 シ ス テ ム j の 基 本 的 な 考 え 方 と 、 琵 琶 湖 流 域 に お け る 具 体 的 な 取 り 組 み の 2 部 構 成 で
説 明 し た 後 、 ア イ デ ィ ア の 検 討 と 現 場 で の i mplementation の 妥 当 性 ・ 有 効 性 に つ い て 議 論 す る 。
セ ッ シ ョ ン 2 ア ジ ア の 流 域 管 理 と の 対 比
一 ア ジ ア の 流 域 管 理 の 事 例 か ら 何 を 学 ぶ か 一
日 本 と 自 然 や 政 治 ・ 社 会 条 件 が 異 な る 、 多 様 な ア ジ ア 流 域 に お け る 地 域 資 源 管 理 の 事 例 の 比 較 紹 介 を
も と に 、 「ガ パ ナ ン ス 」 や 「 階 層 化 さ れ た 流 域 管 理 シ ス テ ム 」 と い う 考 え 方 が 、 ど う い う 条 件 下 で ど こ
ま で 有 効 な の か を 議 論 す る 。
セ ッ シ ョ ン 3 流 場 管 理 に お け る コ ン フ リ ク ト の 克 服 と 合 意 形 成
一 流 域 で の コ ン フ リ ク ト ( 紛 争 ) の 理 解 と 合 意 形 成 の あ り 方 一
コ ン フ リ ク ト に 関 す る 理 論 を 踏 ま え た 、 現 場 に お け る 取 り 組 み の 事 例 紹 介 を も と に 、 資 源 管 理 に お け
る 合 意 形 成 の 方 法 や 、 市 民 参 加 に お け る エ ン パ ワ メ ン ト に つ い て 議 論 す る 。
1 そ の 後 、 2 0 0 4 年 4 月 に 全 国 の 国 立 大 学 が 法 人 化 さ れ た の に 伴 い 、 大 学 共 同 利 用 機 関 法 人 人 間 文 化
研 究 機 構 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 と な る 。
3  
セッション4 流域診断の方法箇
一流域での診断を合意形成にどうし、かすか、その方法論一
指標とモデルは、流域管理の基礎となる流域診断の代表的ツールで、ある。しかし、これらのツールを、
単に測定や計算をして終わりにするのではなく、それを住民参加という文脈の中でどう選択し、どう合
意形成につなげていくかについて議論する。
総合肘箇空間スケールと階層を考慮した流域管理システムの構築に向けて
一分野横断・理論と実践 ・流域診断を通じてー
ワークショップ全体のしめくくりとして、今後の流域管理のあり方について、議論する。セッション
で焦点をあてたトピックに加え、分野横断アプローチのあり方、基礎的な研究手法と現場との関係(理
論と実践)の議論をもとに、本プロジェクトの考え方と現状について intensiveに議論する。
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